
線形代数学H(2011/10/27:4回 日,配付資料)

前回の授業の補足説明

/:Rη             Rn  g:Rη             Rη

基底 {α l,… 。,αη}     基底 {bl,…・,bη}     基底 {α l,.… ,αη}

とする。基底 {α l,…・,αη},{bl,… 。,bη }に関する恒等写像づどの表現行列をFと おく。すなわち,

[づ
α(α l)…・づα(αl)]=[b10… bη]F                (8)

である。基底 {bl,…・,bη },{α l,… 0,αη}に関する恒等写像づどの表現行列をθとおく。すなわち,

[づ
α(bl)… ・jα

(bl)]=[α 10… αη]θ

である。 (8),(9)は , それぞれ ,

[α 10… αη]=[bl・ 0 0 bπ ]F,

[bl… ・bη ]=[α 10… αη]θ

である。 (11)を (10)に 代入すると

となるか ら            [α

l・ …αη]=[α l・ …αη]θF

),GF=Eが 成 り立つヽ。 (10)を (11)に 代入すると, Fθ =Eが 成 り立つ。

(9)

(1の

(11)



行基本変形

① ある行をスカラー倍 (≠ 0)す る。

② 2つの行を入れ替える。

③ ある行に他の行のスカラー倍を加える。

行基本変形 (r=rOWの略)

五=              

百              i  
軍丁蔓11             1  篇              1  =B

Bは 五 の行基本変形による簡約化行列である。

列基本変形 (c=columnの略 )

列基本変形は上の①,②,③ で行を列に置き換えた操作 :

B==             1  

訂              1  訂              1  薦

C2言      =θ

最後の行列 を 標準形 と呼ぶ。

定理 5∀五∈Mttm,ぼ R)に対して

(1)行基本変形 と列基本変形を何回か行 うことにより,■ は必ず標準形にできる。

(2)ス の標準形は一意的に定まる。

§1。 基本行列

□ 第づ行 (ま たは第を列)を c倍 (c≠ 0)す る。

■ の第 を行を c倍する ― pt(c)■
,

ス の第 づ列を c倍する 一→ Иぃt(C),

pJ(C)~1=pバ C~1)・

一
一

）
ヶ

ＣＰ



□ 第 づ行と第ブ行 (ま たは第 j列 と第ブ列)を入れ替える。

βjブ =

p房
1=Pjプ

・

第を行のc倍を第J行に加える。

pづプ(C)=

□

○ 五

pづプ(C)~1=pをグ(― C).

第 づ列の c倍を第グ列に加える 一→ Pをグ(C)T

から Bへの行基本変形
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OBか ら θ への列基本変形
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問題 :ノ :R4→ R3は

ノ

で定義される線形写像とする。 ,次の問いに答えなさい。

(1)(i)R4の標準基底とR3の標準基底に関する∫の表現行列を Fを求めなさい。

(ii)Fに行基本変形を施すことで Fの簡約化行列 F′ を求めなさい。

(iii)ノ =OFを 満たす の と,そ の逆行列 0~1を求めなさい。

(iv)一般に

Im∫ ={∫ (χ)げ (χ )∈ Rη }を ノによる修<image)

Ker/={χ ∈Rη lノ (χ)=0∈ R鶴 }を ∫による核 (kernel)

という。

・Im/は Rmの部分空間であることを証明しなさい。

O Kerノ は R2の部分空間であることを証明しなさい。

0上で定義したノに対して Im∫ の基底を求めなさい。

・上で定義したノに対して Ker/の基底を求めなさい。

(2)(i)「 の標準形 θ を求めなさい。

(ii)θ =F′Pを満たす Pと ,そ の逆行列 P~1を 求めなさい。

(iii)θ は R4の どの基底 と R3の どの基底の表現行列であるかを求めなさい。
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